
目的
• 群馬県には浅間山や日光白根山等2,000mを越える山々や、ラムサール条約湿地に登録された

尾瀬・芳ヶ平湿地群など、地域固有の高山・亜高山生態系が存在する。
• これらの生態系は、気候変動による気温の上昇や、それに伴う他種との競合等により、生育域の

変化や減少が起こる可能性がある。
• そこで、県内の高山帯・亜高山帯（概ね標高1,500m以上）を対象に、将来的な年平均気温の上

昇に伴う生態系への影響評価手法及び適応策を検討する。

調査計画（2ヵ年）

パシフィックコンサルタンツ株式会社

①評価対象の選定
②評価対象データベースの作成
③評価対象の分布予測
④気候変動に伴う評価対象の影響予測
⑤高山・亜高山帯生態系に関する適応策
の検討

時期 調査の内容

H30年度

H31年度

①評価対象の選定 ②評価対象データベースの作成

③評価対象の分布予測

④評価対象への気候変動に伴う影響の予測

⑤高山・亜高山帯生態系に関する適応策の検討

＜評価対象地の候補＞
①芳ヶ平周辺
②尾瀬周辺
③谷川岳周辺
④奥利根周辺
⑤浅間山周辺
⑥赤城山周辺

出典：以下のデータを使用してパシフィックコンサルタンツが作成
国立公園地域GISデータ 環境省生物多様性センター
第2-5回自然環境保全基礎調査植生調査 GISデータ 環境省生物多様性センター
基盤地図情報(数値標高モデル(10ｍメッシュ)) 国土地理院
国土数値情報 国土交通省
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【分野：自然生態系、対象地域 ：群馬県】

【計画】2-6 気候変動による高山・亜高山生態系への影響調査【群馬県】

群馬県森林環境部
①評価対象の選定
⑤高山・亜高山帯生態系に関する適応策
の検討

群馬県立自然史博物館
群馬県自然環境調査研究会

①既往研究成果の提供・生態等に関する
助言
②評価対象データベースの作成
⑤高山・亜高山帯生態系に関する適応策
の検討

国立環境研究所
③評価対象の分布予測
⑤高山・亜高山帯生態系に関する適応策
の検討

■実施体制

連携
・調整

連携
・調整

情報提供・
助言 情報提供・

助言

地域適応コンソーシアム関東地域事業


